
No. 月日 講義名 主な内容（予定）

1
10月7日
（金）

オリエンテーション
この授業の趣旨やスケジュールなどの概要を伝
える。

2
10月14日
（金）

途上国の発展と開発
国際協力の歴史や現在のトレンド、途上国と先
進国という考え方など、本講義を受講するため
の基本的な事項を学ぶ。

3
10月21日
（金）

政府開発援助、JICAによる
国際協力

政府レベルで行う国際協力事業の取り組みな
ど、マクロな視点で国際協力の様々な取り組み
を学ぶ。

4
10月26日

(水)
香川県の国際化と地方自治
体による国際協力

香川県の国際交流・国際協力活動の現況につ
いて学ぶ

5
11月4日
（金）

国連機関による国際協力
世界が抱える社会的課題、およびそれに対する
ユニセフの活動について学ぶ。

6
11月11日
（金）

国際協力ワークショップ（1）
国際協力を学ぶためのワークショップ、「チャレ
ンジアフリカ」を実施予定。

7
11月18日
（金）

国際協力のさまざまな分野
（教育分野）

小学校教育の隊員としての体験談(仮）

8
11月25日

（金）
国際協力のさまざまな分野
（保健・医療分野）

ザンビアの医療事情について学び、貧困を生み
出す国際社会の仕組みについて考える。専門
家として国際協力活動へ関わる重要性と地域
市民への関わりについて学ぶ。

9
12月2日
（金）

国際協力のさまざまな分野
（難民支援）

難民事業本部の活動について知り、参加型が
の学習で難民問題について考える。

10
12月9日
（金）

NGOによる国際協力

元自衛隊員が住民とともに取り組んでいるカン
ボジアの不発弾処理、地雷撤去の活動につい
て学び、NGOによる平和構築活動の意義につ
いて考える。

11
12月16日
（金）

アフリカでの国際協力

モザンビークで行われている草の根レベルの国
際協力活動の実態やESD（持続可能な開発の
ための教育）の意義を学び、四国・私達の暮らし
とのつながりを考える。

12
12月20日

(火)
アジアでの国際協力

チャリティーショップでの収益金を資金源とし、カ
ンボジアでの教育・自立・医療支援などを行う、
地域に根ざした国際協力活動について学ぶ。

13
1月20日
（金）

国際協力を仕事として
国際協力ってなに？開発途上国の人々と共に
働くNGO職員の実情。これが仕事になったわ
け。

14
1月27日
（金）

国際協力ワークショップ（2）
国際協力に対する理解を深めるためのワーク
ショップ

15
2月3日
（金）

国際協力ワークショップ（3）
国際協力を学ぶためのワークショップ「貿易
ゲーム」を実施予定。

吉田修（NPO法人TICO・代表理事）

中尾秀一（難民事業本部　関西支
部）

高山良二（特定非営利活動法人国
際地雷処理・地域復興新の会・代表
理事）

平成28年度　香川大学　「国際協力論」

担当講師

正楽藍（香川大学）

正楽藍（香川大学）

高橋政俊（国際協力機構四国支部・
支部長）
太田詩織（青年海外協力隊OG（イ
ンド・日本語教育）、香川大学卒業
生）

松村登志樹（香川県総務部知事公
室国際課課長）

佐々木登美子（香川県ユニセフ協
会・事務局長）

藤原　岬（青年海外協力隊OG)

NPO法人TICO

三木誠（公益社団法人セカンドハン
ド・代表理事）

竹内よし子（特定非営利活動法人
えひめグローバルネットワーク・代
表理事）

小林麻衣子（AMDA社会開発機構
ネパール事務所・カントリーディレク
ター）

鈴木洋一様
（特定非営利活動法人オックスファ
ム・ジャパン
コミュニティ・エンゲージメント・オフィ
サー）

公益社団法人セカンドハンド
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No. 月日 講義名 主な内容（予定）

1 10月4日（火）
問題提起「なぜ国際協力をするの
か」

2 10月11日（火）
世界の格差を実感するワーク
ショップ

「もし地球が100人の村だったら」のゲー
ムを通して、世界の貧富の格差や多様
性を受講生自身が直接実感し問題意
識を高める

3 10月18日（火）
地元NGOによる貧困問題（アジ
ア）に対する支援活動

中国の内モンゴル地区における子ども
たちへの就学支援や村落への経済支
援の取り組みを学ぶ。

4 10月25日（火）
地元NGOによる貧困問題（アフリ
カ）に対する支援活動

アフリカ・ザンビアの貧困地区における
保健・医療支援、学校・教育支援、マイ
クロクレジットなどの取り組みを学ぶ。

5 11月8日（火）
フィリピンのごみ山で働く少女の映
像を通して討論

テレビ番組のドキュメンタリーを見て、
貧困地区での暮らしや人々の考え方に
ついて、受講者間で討論する。

6 11月15日（火）
リサイクルショップという手法によ
る途上国への支援活動

カンボジアにおける学校建設、保健・医
療、職業訓練などの支援や、リサイクル
ショップの運営手法などを学ぶ。

7 11月22日（火）
フェアトレードやユネスコスクール
などの取り組み

フェアトレードの必要性やその手法、国
際理解教育を促進するユネスコスクー
ルなどの実践例を学ぶ。

8 11月29日（火） JICAの活動とODA

9 12月6日（火）
JICA研修生との交流

10 12月13日（火） 青年海外協力隊の活動

11 12月20日(火)
社会的企業・BOP・CSRの取り組
み

民間企業の立場で途上国の支援に当
たるBOPやCSRの取り組みについて、
その意義や課題を学ぶ。

12 1月17日（火）
紛争地での支援とアドボカシー活
動

紛争地における平和構築支援の活動
と、そうした活動に対する理解・協力を
訴える取り組み（アドボカシー活動）を
知る。

13 1月24日（火） 紛争地イラクの実態と支援活動
イラクなど紛争地域の実態とそこでの
支援の必要性を知り、あわせてその難
しさと課題を学ぶ。

14 1月31日（火）
憲法の意義とその国際協力の理
念

15 2月7日（火） 人間の安全保障と国際協力

16 2月14日（火） 総括と補足 饗場先生（徳島大学）

JICA四国支部長

JICA研修員

青年海外協力隊OB、OG

稲田覚（株式会社イナダ代表取締役社長）

高遠菜穂子（イラク支援ボランティア）

小野山亮（日本国際ボランティアセンター）

饗場先生（徳島大学）

饗場先生（徳島大学）

上田勝久（ＮＰＯ法人内蒙古愛陽教育経済支援協
会・理事長）

吉田修（NPO法人TICO・代表理事）

新田恭子（日本チャリティーショップ・ネットワーク共
同代表）

三木誠（公益社団法人セカンドハンド・代表理事）

竹内よし子（ＮＰＯ法人えひめグローバルネットワー
ク・代表理事）

平成28年度　徳島大学　「国際協力論」（案）

担当講師

饗場先生（徳島大学）

国金さつき（NPO法人TICO事務局）



2016 年度高知大学国際協力論スケジュール 

 

■４月２２日（金）５・６時限目（１６時３０分～１９時４０分） 

「「協力」の意味を考える。高知でできる国際協力」 

講師：国際茶屋（学生団体）・コンパス（学生団体）・渡辺芙月（人文学部４年生）・石筒 覚

（高知大学地域協働学部） 

   

■５月１３日（金）５・６時限目（１６時３０分～１９時４０分） 

「ボランティアを考える」 

講師：蓮井孝夫（特定非営利活動法人香川国際ボランティアセンター・会長理事） 

 

■５月２７日（金）５・６時限目（１６時３０分～１９時４０分） 

「国際医療支援と住民生活向上」 

講師：岩本智子（特定非営利活動法人アムダ・GPSP(Global Partnership for Sustainable Peace)

推進戦略局フィリピン担当部長） 

 

■６月１０日（金）５・６時限目（１６時３０分～１９時４０分） 

「中東諸国における国際協力」 

講師：杉尾智子（JICA 四国・高知県国際協力推進員） 

 

■６月１７日（金）５・６時限目（１６時３０分～１９時４０分） 

「アフリカ支援と地域とのつながり」 

講師：竹内よし子（特定非営利活動法人えひめグローバルネットワーク・代表） 

 

■６月２４日（金）５・６時限目（１６時３０分～１９時４０分） 

「国との国とのつながり、かかわりを考える」 

講師：石筒 覚（高知大学地域協働学部）ほか 

 

■７月１日（金）５・６時限目（１６時３０分～１９時４０分） 

「ラオスにおける平和と国際協力」 

講師：蓮井孝夫（特定非営利活動法人香川国際ボランティアセンター・会長理事） 

 

■７月８日（金）５時限目 

「私たちができる国際協力とは？」 

講師：石筒 覚（高知大学地域協働学部）ほか 

 



2016 年度 愛媛大学国際協力論 第１クウォーター（4-6 月） 

 

1. ガイダンス 

2. マクロ経済・社会指標にみる日本とウガンダでの生活の違い 

3. 国際協力概念の整理（ODA を中心に）：定義 

4. 国際協力概念の整理（ODA を中心に）：プロセス、場、アクター、役割 

5. 国際協力概念の整理（ODA を中心に）：日本の具体的制度・組織 

6. 国際協力概念の整理（ODA を中心に）：他の二国間ドナーの具体的制度・組織 

7. 国際協力概念の整理（ODA を中心に）：多国間ドナーの具体的制度・組織 

8. 国際協力概念の整理（ODA を中心に）：CSO の具体的制度・組織 

9. 国際協力概念の整理（ODA を中心に）：OECD／DAC 規範と争点 

10. 国際協力の被援助国にとっての具体的成果：ミクロレベルのインパクト 

11. 国際協力の被援助国にとっての具体的成果：マクロレベルのインパクト 

12. 援助量・配分先の現状とその決定要因 

13. 国際協力のドナーにとっての効果：安全保障、ソフトパワー、国際競争力 

14. 国際協力の実施者にとっての効果：地域活性化、BOP ビジネス 

15. 古川光明 JICA 南スーダン所長特別講演：冷戦終結後の国際援助潮流と南スーダンでの JICA 支援 
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